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道路事業において自然由来重金属等の土壌汚染に遭遇するケースでは，対策の実施のため事業の遅延や

事業費の増大が発生している．しかし，現状では土壌汚染への対応は事業ごとに行われており，全国的な

遭遇や対策の状況は明らかでない．そこで，筆者らは国の直轄道路事業における土壌汚染の遭遇状況を調

査するとともに，事業の各段階における調査方法や，土壌汚染遭遇後の対策方法等の現状を調査・分析す

ることにより，事業遅延や事業費増大等の影響を低減する可能性を明らかにしようと試みた．その結果，

重金属等を含有する岩石の環境リスク評価を適切に行うことや，残容量に限りがある埋立地や最終処分場

への「廃棄」によらない対応を採用することなどによって，より処理土量や費用の低減可能性が示唆され

た．一方，人為由来の土壌汚染等も多いため，計画や用地買収時に汚染の可能性が把握できれば回避・低

減の可能性があることが示唆された． 
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